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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

 アルギニンのメチル化修飾は、タンパク質アルギニンメチル化転移酵素遺伝子群 

（PRMT）によって触媒される翻訳後修飾である。この修飾は転写制御やシグナル分

子の制御などを介して、様々な細胞分化に寄与していることが知られている。申請

者らの研究ではPRMTファミリーのひとつであるPRMT1が、神経幹細胞からアストロサ

イトへの分化過程において重要な働きをもつことを明らかにした。 

 申請者はPRMT1がマウス胎仔由来の神経幹細胞で高発現することを見出した。次に

神経幹細胞におけるPRMT1のノックダウンの結果、アストロサイトの産生が抑制され

ることを明らかにした。また、アストロサイト特異的遺伝子Gfapのプロモーターを

使用したルシフェラーゼアッセイにより、PRMT1のノックダウンではGfapの転写量が

減少することを明らかにした。神経幹細胞のアストロサイトへの分化には、STAT3の

活性化が重要であることが知られている。申請者らは、STAT3とPRMT1の機能的な関

連性について解析した結果、PRMT1がSTAT3のアルギニン残基をメチル化修飾するこ

とで、STAT3の活性を正に制御し、その結果、神経幹細胞のアストロサイトへの分化

を促進することを明らかにした。 

 以上の成績はこの方面にあらたな知見を加えた意義あるものと考えられる。本論

文の内容について、各調査委員より専門的観点から種々の質問を行ったが、いずれ

についても適切な回答を得た。よって調査委員合議の結果、試験は合格とした。 

 


